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夢と生きがいのある電設業界

　私は、期の途中である昨年の４月から、会長という大役を仰
せつかって今日まで、会員はじめ業界・諸団体の皆様からの
温かいご支援ご協力を賜り、お陰様で運営が２年目を迎える
ことが出来ました。心より厚く御礼を申し上げます。
　当協会は昭和47年【社団法人 山梨県電気安全協会】とし
て電気の安全確保、並びに社会福祉の向上を目的に設立さ
れました。設立以来、社会や産業構造の急激な変化の中、常に
大きな目標に向かって切磋琢磨を繰り返し、挑戦をしてまい
りました結果、地域社会や行政より大きな信頼を頂いている
ところであります。
　昨年は、山梨県福祉保健部のご指導の下、50回目の節目
を迎えた福祉施設の電気設備点検奉仕活動を行いました。こ
の行事は、毎年施設の皆様に大変喜ばれております。
また、山梨県立あけぼの医療センターでは、新型コロナウィル
ス感染防止の観点から、入所者とご家族との面会が困難な状
態が続いているとの事で、リモートで自宅に居ながら面会が
出来るようにとタブレット端末3台を寄贈させて頂きました。
　昨今、全国各地で台風や集中豪雨等による、暴風、洪水、土
砂崩れ等大規模災害が頻発し尊い生命や財産が失われてお
ります。山梨県においても台風などで大きな被害を受けた事
は記憶に刻まれております。
　当協会では、いつ何時そういった地震または災害が発生し
ても対処出来るように、危機管理体制を確立し、災害発生時
に速やかに活動できるように日々訓練や研鑽を積み重ねてお
ります。

　昨年11月22日に富士川町で行われた山梨県地震防災
訓練では、災害等緊急対策部会を中心にライフラインの応
急復旧訓練に参加しました。また、現在は静岡県電業協会、
愛知電業協会、長野県電設業協会、神奈川県電業協会及び
当協会の『５県による広域災害時相互応援協定』を結ぶべく
協議を重ねております。
　更に当協会では、第一に『担い手の確保・育成に向けた取
り組み』として、若い人たちへの電設業界の魅力のＰＲが必
要だと考えます。電気業界は、災害時のインフラ復旧に貢献
し、社会の役に立っていることを魅力の一つとしてアピール
してまいります。
第二として『働き方改革の推進』が挙げられます。全国組織で
ある一般社団法人日本電設工業協会の一員として「フォロー
アップ調査」を実施・精査し、必要な対策を策定・展開をする
と共に発注者および関係機関団体へ協力のお願いもしてま
いります。
　結びに、コロナ禍の中、社会は過去にない変化の時代が到
来しております。当協会は、地域社会や行政のより強い信頼関
係を積むため一丸となり、一層の研鑽を積んでまいります。
　当協会は、令和３年度も豊かで住みよい安全・安心な地域
社会に貢献するものとして、各種事業に取り組んでまいります
ので、関係各位のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

雨宮  和仁
一般社団法人  山梨県電設協会

会　長

小瀬スポーツ公園武道館メインアリーナ照明

2021



令和2年度 第50回福祉施設の電気設備点検を9月
4日に実施いたしました。
本事業は、当協会の中でも長い歴史を有する事業で
あり、協会員はもとより山梨県各所関係機関のご協
力をいただく中で開催されております。
本年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に
より、直前まで開催の可否が決まらないという状況
でしたが、各所関係機関のご協力により開催する運
びとなりました。
　当日は、感染防止対策を万全にし、協会員47社参
加のもと、山梨県福祉保健部福祉保健総務課、山梨
県県土整備部営繕課よりご来賓をお招きし、出発式
を執り行いました。その後、各担当班が県内各地20
の福祉施設に向かい電気設備の点検作業を遂行い
たしました。

　近年、電気設備の不適正な使用が火災の原因に
なってしまう事案が目立つようになってきました。
電気は重要な生活インフラであるということは、昨
今の様々な災害からも十分に感じられることだと
思います。
　当協会といたしましても電気を取り扱うプロ
フェッショナルとして、引き続き電気設備の適正な
使用が確保されるよう、この活動を通し「安全・安
心」を提供できればと思っております。
　協会員の皆様、またご協力いただきました関係各
所の皆様におかれましては、誠にありがとうござい
ました。
　引き続きではありますが、今後ともご理解ご協力
のほど宜しくお願い申し上げます。
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担当理事：堀内　慎也
社会奉仕・安全事業部会

福祉施設点検奉仕活動
開催日時：令和2年9月4日（金）
開催場所：山梨県内各福祉施設
出 席 者：会員各社
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令和２年度  山梨県地震防災訓練
開催日時：令和2年11月22日(日)
開催場所：富士川町立鰍沢小中学校
出 席 者：会員各社

山
梨
県
地
震
防
災
訓
練

　富士川町鰍沢小中学校校庭において、山梨県を中
心とする地方公共団体、防災関係機関、地域住民に
より、災害発生時の応急対策及び防災意識の高揚を
目的に、地震防災訓練が実施されました。釜無川断
層を震源とするM7.3規模の活断層型地震が朝方
発生、富士川町でも最大震度7の揺れが観測され、
家屋の倒壊の他、負傷者が発生しライフラインにも
影響が出たことを想定とした訓練でした。
　当協会ではライフライン復旧という役目の中で
電気の応急対策を行いました。
　東京電力の発電車から電気を受電し、分電盤を通
じ蛍光灯、パトライト、ラジオ等の電気製品に通電
しライフラインを復旧させるという作業です。
　県幹部をはじめ地域住民の皆様の前で、実践さな
がらに、電気の知識を活かし、いかにスピーディー

に一般家庭へ通電させるかというシミュレーショ
ン作業ということもあり、部会員も緊張の中ではあ
りましたが、無事に作業を終了することが出来まし
た。
　今回はコロナ禍ということもあり凝縮された訓
練でしたが、ライフライン復旧に対し私達は電気工
事士として身につけた知識を活かして貢献出来る
ようにしてまいりたいと思います。
　また、当協会では災害発生時に近県の電設協会と
の間で相互応援を行うことを目的とする「5県協会
（神奈川、山梨、長野、愛知、静岡）の災害時の相互応
援等に関する協定」も調印の準備をしております。
　来年度におきましては、内容の見直し等を含め、
さらなる連携強化を図り、災害等に備えて行く所存
であります。

災害等緊急対策事業部会
担当理事：小澤　章一
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C PD認定講習会

第27回
第28回
第29回
第30回

パナソニック㈱ライフソリューションズ社による講習
東芝ライテック㈱による講習
建設業災害防止協会による講習
全国設備業ＩＴ推進会による講習

令和2年 
令和2年
令和2年
令和3年

６月26日㈮
８月21日㈮
11月20日㈮
２月 ５ 日㈮

令
和
２
年
度

第1回（31回）
第2回（32回）
第3回（33回）
第4回（34回）

令和３年６月25日（金）
令和３年８月20日（金）
令和３年11月12日（金）
令和４年２月４日（金）

C
P
D
認
定
講
習
会

　令和2年度、世界中に猛威を振るった新型コロナ
ウィルスの影響により、日々の生活において様々な
制約を受けることとなりました。その中で雨宮会長
の号令を受け、継続教育事業部会ではコロナ禍でも
講習会を行えるよう模索しながら企画し、何とか開
催することができました。
　6月と8月の講習会はパナソニック㈱ライフソ
リューションズ社様と東芝ライテック㈱様よりご
協力いただき最新技術や新しい施工方法、時代に
あった設備の提案法などを説明していただきまし
た。ご協力いただいた講師の方々、設営に携わった
部会員の皆様には、1日がかりの事業でしたが無事
に開催できましたことを感謝申し上げます。
　11月の講習会は、山梨県建設業災害防止協会の
上野先生により建設現場における安全対策を中心
に講義をしていただきました。

　2月の全国設備業IT推進会の講習は、ウェブによ
り遠隔地にいる講師から講習を受けました。内容も
『ウェブによる現場立合いの方法』など今後の時代
に必要な研修会となりました。
　なお、前半の6月および8月の講習会は、不透明な
情勢の中で密を避ける為、午前・午後の2部制にす
るなど感染防止を万全に行い実施いたしました。
　11月からは山梨県で策定されたコロナ対策ガイ
ドラインに沿って、感染症予防に努めながら会場運
営を行いました。参加された皆様には会場入口での
検温とアルコール消毒に快く協力していただき感
謝申し上げます。
　このような時期においても年４回の継続教育（Ｃ
ＰＤ）認定の講習会を開催できたのは、当協会員の
どんな苦境においても前進し続ける精神と、常に技
術の向上に努める技術者の熱意があったからだと
思います。

開催場所：山梨県電気会館他　　出 席 者：会員各社

継続教育事業部会
担当理事：桑原　大輔
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建設キャリアアップシステムの説明会

経営・研修事業部会
担当理事：佐藤　建一

　令和2年12月11日に「建設キャリアアップシス
テムの説明会」をWEB会議システムにて行いまし
た。
　講師は一般財団法人建設業振興基金 ＣＣＵＳ事
業本部 丸山様にお願いし、会議室プロジェクター
を利用して、会員19名参加のもと、リモート説明会
を開催致しました。
　システムへの登録方法や登録される情報、蓄積さ
れたデータによってもたらされる効果等を丁寧に
説明いただき、理解が深まりました。

開催日時：令和２年12月11日（金）
開催場所：山梨県電気会館
出 席 者：会員各社

　建設キャリアアップシステムは技能者ひとり一
人の就業実績や資格を登録し、技能の公正な評価、
工事の品質向上・現場作業の効率化などにつなげる
システムとなっており、技能者の高齢化や若い労働
者の減少による人材不足を解消するための処遇改
善には必要不可欠であり、多くの企業で早く導入さ
れることを期待しております。
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安全祈願祭
開催日時：令和３年１月12日（木）
開催場所：稲積神社
出 席 者：会員各社

安
全
祈
願
祭

　令和3年の「安全祈願祭」は新型コロナウイルス
感染拡大の防止の為、御来賓の皆様のご臨席は控え
させていただき、感染対策を徹底した上で開催いた
しました。
　滝沢理事の司会にて、稲積神社宮司様による祝詞
奏上に続き、雨宮和仁会長が当協会員各社の工事安
全と関係する皆様の一層の躍進を願い、玉串奉奠を
行いました。
　４月の通常総会が書面決議となったため、ご祈願
の後に雨宮会長より「今年もこれまで以上に人と人

とのつながりを持って、会員が一丸となり力強く一
歩一歩進んでいきたい」と、決意表明がありました。
　結びに、山梨県県土整備部営繕課課長　久保寺敦
様からの営繕課発注工事への協力感謝のメッセー
ジを披露させて頂き、「令和３年安全祈願祭」を無事
に終えることが出来ました。
　当部会としては、今年度は様々な行事が中止にな
りましたが、来年度は会員相互の親睦理解をさらに
深める為の、交流事業が開催される事を願っており
ます。

企画運営・渉外事業部会
部会長：横森　忍
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タブレットを寄付
－ 山梨県あけぼの医療福祉センター －

7

社
会
貢
献
活
動

　新型コロナウイルス感染拡大が広がる昨年10
月、県福祉保健部福祉保健総務課に協会として県に
何か恩返しができないかと相談した結果、あけぼの
医療福祉センターにタブレット端末（i pad）３台と
フラップケース３個を寄付させて頂きました。

　同センターでは新型コロナウイルス感染対策と
して、会話が出来ないガラス越しで入居者と家族が
面会するという方法で運用しておりましたが、タブ
レットを使うことで家族が自宅にいながらリモー
トで入居者と会話することが可能となり、大変喜ん
で頂けました。

　同年１０月２７日には県庁において寄付受納式
が行われ、長崎幸太郎県知事より協会には感謝状が
贈呈されました。
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 令和 2年（2020年）

DENSETSUホームページ

今すぐアクセス

www.densetsu.or.jp電気の
困った

引き受けます。 山梨県電設協会 検 索

会員の皆様への業務連絡・報告等もメールで配信しますので  

日々のご確認をお願いします。部会の出欠席もホームページ上での作業となります。  

後日、操作方法の勉強会を行ないたいと思いますので宜しくお願いします。

㈳山梨県電設協会のホームページをご利用ください。

お役に立
ちます

事
業
報
告

4 月 15
 　
　 25

5 月 13
　 14
　 15

6 月　3
 26

7 月　1
　 14
 27
　 　
 29

8 月　4
 　
 5
 7
　 　
 21

9 月　4
　 　
  23
　 29

10 月　2
 7
　 16
  22
　 27

第13回 理事会
会計監査
第10回 通常総会（書面決議）
第１回 理事会
（一社）日本電設工業協会　第７回定時総会／雨宮会長
継続事業部会（リモート）
第２回 理事会
第１回 ＣＰＤ認定講習会（山梨県電気会館）
第３回 理事会（リモート）
（一社）日本電設工業協会 関東地区協議会／雨宮会長
リニア中央新幹線建設促進山梨県期成同盟会総会／雨宮会長
継続事業部会
山梨県県土整備部営繕課の防災訓練（県と事務局）
三役員 県庁訪問
自由民主党山梨県支部 要望事項ヒアリング／雨宮会長・滝田副会長
第４回 理事会(リモート)
山梨県地震防災訓練　第１回関係者会議／小澤理事・田中部会長
山梨県ＰＣＢ使用安定器の掘り起こし調査に関する研修会／雨宮会長
第２回 ＣＰＤ認定講習会(山梨県電気会館)
第５回 理事会
第50回 福祉施設の電気設備点検奉仕活動
経営研修部会
建設業経営者研修会(かいてらす)
企画運営・渉外事業部会
第６回 理事会
山梨県地震防災訓練　第２回関係者会議／小澤理事・田中部会長
あけぼの医療センターへ寄贈／雨宮会長・藤本副会長・佐藤理事
山梨県長崎知事と寄付受納式／雨宮会長・滝田副会長・笹本副会長
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児童養護施設　ハーベスト
甲府市玉諸保育所
富士吉田市立第二保育園
都留市立宝保育所
窪平保育園
博愛保育園
児童福祉施設　甲州市立松里保育所
幼保連携認定　げんき夢こども園
共生型サービス　また明日
軽費老人ホーム　ケアハウスファイン

富士吉田市地域福祉交流センター
こころとそだちの支援室ぽーれ
就労継続支援B型事業所ひらしな
ケアハウス　あさひ鰍桜苑
ケアハウス　ハートピア茅南台
特別養護老人ホーム　寿荘
あけぼの医療福祉センター
特別養護老人ホーム　ほたるの郷・翔和
生活介護・就労継続支援Ｂ型　みとおし
特別養護老人ホーム　フルリール甲斐

令和２年度　奉仕活動実施施設一覧

事
業
報
告

日
　日
日
　
　日
　日
　日
　日
　日
　日

　
　日
　日
　日
　日
　日
　日
　日
日
　日
　日
　日
　日

 令和３年（2021年）

11月 4
 9
　 20
　 　
 22
 24

12 月 2
　 10
　 11
　 15

1 月　8
　 12

2 月　1
　 2
　 5
　 15

3 月　3
 5
 17
　 18
　 21
 24

第７回 理事会
三役員　県庁訪問
第３回 ＣＰＤ認定講習会(山梨県電気会館)
災害事業部会　防災訓練練習
山梨県地震防災訓練 ライフライン復旧訓練（富士川町）　
広報事業部会
第８回 理事会
リニア中央新幹線に伴う総会／雨宮会長
建設キャリアアップ説明会(山梨県電気会館)
安全パトロール（小瀬スポーツ公園武道館メインアリーナ）

　
三役員 県庁新年挨拶
令和３年 安全祈願祭（稲積神社）
関東地方整備局営繕部との打合せ【中止】
第９回 理事会
第４回 ＣＰＤ認定講習会(山梨県電気会館)
総務会(山梨県電気会館)
第10回 理事会
役員 県庁訪問
広報誌編集会議／藤本副会長・鶴田常務理事・石橋理事・望月部会長　
企画運営・渉外事業部会
長崎幸太郎知事と語る会（アピオ甲府）／雨宮会長
（一社）日本電設工業協会 理事会(リモート)／雨宮会長



denzai@shinsei-d.com

〒406－0812
笛吹市御坂町下黒駒1550－2
http://www.shinsei-d.jp

（製造）
電話 055－244－6773
FAX 055－244－6775
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（電材・経理）
電話 055－244－8070
FAX 055－244－6775
E－mail：denzai@shinsei-d.com
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本　　社 〒411-8623 静岡県駿東郡清水町卸団地６７番地
甲府中央 〒400-0865 山梨県甲府市太田町９－６
甲府昭和 〒409-3853 山梨県中巨摩郡昭和町築地新居３５２
ＳＳ石和 〒406-0035 山梨県笛吹市石和町広瀬1374-124
富士吉田 〒403-0008 山梨県富士吉田市下吉田東2-16-14 

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｔｙｓａｙ．ｃｏ．ｊｐ／

電気でつくる明るい未来

株式会社 大成
TEL(055)971-9516㈹
TEL(055)298-6628㈹
TEL(055)275-8831㈹
TEL(055)262-0020㈹
TEL(0555)24-4395㈹

すべてのステークホルダーから信頼される
　　　　　　　　　魅力溢れる企業を目指して
電設資材・産業機器・空調機器・情報通信機器の総合販売

山梨県富士吉田市上吉田東3－12－38

山梨県甲府市中小河原1ー11ー11

◎キュービクル・配電盤製造販売・電設資材販売・冷暖房及び床暖設計施工

『世間に役立つ仕事を、世間に誇れる会社に』

協
賛
各
社
様

長野・長野産機・上田・東信産機・佐久・松本・飯田・諏訪・伊那・甲府
上越・長岡・新潟・六日町・柏崎・三条・中津川・東京・相模原

URL http://www.showadenkikk.co.jp/

営業拠点

甲府支社　〒400-0824甲府市蓬沢町庄の木1021-1　TEL055-224-2161㈹　FAX055-224-2165
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TEL(055)971-9516㈹
TEL(055)298-6628㈹
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TEL(0555)24-4395㈹

甲府支社〒400-0824甲府市蓬沢町庄の木1021-1 TEL055-224-2161㈹FAX055-224-2165
支店・営業所／長野・長野産機・上田・東信産機・佐久・松本・飯田・諏訪・伊那・甲府・上越・長岡・新潟・六日町・柏崎・三条・中津川・東京
URL http://www.showadenkikk.co.jp/

http:www.e-sugimoto.co.jphttp:www.e-sugimoto.co.jp

山梨県富士吉田市上吉田東3－12－38

山梨県甲府市中小河原1ー11ー11

denzai@shinsei-d.com

◎キュービクル・配電盤製造販売・電設資材販売・冷暖房及び床暖設計施工

〒406－0812
笛吹市御坂町下黒駒1550－2
http://www.shinsei-d.jp

（製造）
電話 055－244－6773
FAX 055－244－6775
E－mail：seizou＠shinsei-d.com

（電材・経理）
電話 055－244－8070
FAX 055－244－6775
E－mail：denzai@shinsei-d.com
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藤本　正文

鶴田哲嗣郎

石橋　浩二

望月　正樹

本田　茂之

清水　　久

根津　雄次

佐藤なぎさ

中央電気㈱

鶴田電気㈱

㈱大成電気

㈱望月電気

㈱ツヅキ通信特機

㈱サンテレコム

㈱ケンメイ

㈲佐藤電気商会

副会長

常務理事

担当理事

部会長

部会員

広報事業部会名簿編集後記

新アクションプラン ver.３（一社）日本電設工業協会
⑴  担い手の育成及び確保＆生産性向上
　　①人材育成・育成事業の展開　②魅力ある業界の発信
　　③登録電気工事基幹技能者の社会的地位向上・若年技能者の活躍
　　④生産性向上

⑵  適正な工期・適正な価格での受注の確保
　　⑤適正な受電時期の設定　⑥設計図書の精度向上
　　⑦適正工期算定プログラム策定への参画

⑶  分離発注の促進
　　⑧分離発注の浸透に向けた提案力の強化

⑷  電力新時代への対応
　　⑨電力新時代に向けた諸課題の整理と新たなビジネスモデルの構築

⑸  国際貢献、海外展開の取組
　　⑩国際貢献の取組　⑪海外展開の支援

５つの目標達成に向け「戦略的情報発信・関係団体等との連携強化」

事
務
局
だ
よ
り

【本　社】
山梨県中巨摩郡昭和町西条 4310
TEL.055－275－8611 ／ FAX.055－275－6678
【富士吉田営業所】
山梨県南都留郡忍野村忍草 2556－3
TEL.0555－24－3666 ／ FAX.0555－23－5440
【川崎営業所】
神奈川県川崎市宮前区南野川 1－6－19
TEL.044－777－8004 ／ FAX.044－777－5381

　新型コロナウイルスの日本国内発症から一年が過ぎ、連日の感染者数の報道
に慣れてしまい気が緩みがちですが、減少傾向になっても一喜一憂せず、「ハン
マー＆ダンス」の繰り返しだと気を引き締めて日々過ごしましょう。医療従事
者、飲食店等の大変な状況に比べたら、まだ建設業界は・・・と思いますが先行き
の不透明感は同じであります。
　明るい話題としては東京五輪の開催ですね。昨年出来なかった事を今年行
う。協会も当たり前に行ってきた通常総会・賀詞交歓会等の行事も昨年度は思
うように行えませんでしたが新スタイルとして変化した運営が出来ることを
信じております。
　発刊にあたりご協力いただきました皆様方をはじめ、関係各位に対し厚くお
礼を申し上げます。

広報事業部会
部会長　望月　正樹

注)ハンマー＆ダンス
ハンマー＆ダンスとは、新型コロナウィルス感染症の感染者数が増加している時は、休業要請や不要
不急の外出自粛要請といったハンマーで叩くような強い施策を行い、減少している時はダンスを踊
るような緩やかな施策を行うという考え方を表す言葉。
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